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４月７日、８１名の新入生を迎え、児童４８５名で令和５年度の教育活動

がスタートしました。今年度も馴柴小学校の教育目標「かかわりながら高め

合う児童の育成」の基、児童一人ひとりがいきいきと学校生活を送ることの

できる学校を目指して、教職員一丸となって努力して参りたいと考えており

ます。 

さて、約３年間続いたコロナ禍での学校生活も、マスク着脱が個人の判断

になるなど、新たな局面へと変わってきました。昨年度まで“特別な対応”

とされてきたことの多くが、コロナ前の対応へともどることが考えられます。

しかし、コロナ前は当たり前であった活動であっても、２年生や３年生には

まったく経験がない活動です。また、４年生以上の児童も、新型コロナ感染

を防止する中での活動が通常となっていましたので、本校としては過去に行

われていた教育活動であっても新たな取り組みと捉え、内容を見直しながら、

子どもたちにとって最適の方法を選択していきたいと考えております。 

今年度の重点としては、３つの目標を設定して取り組んでいこうと考えて

おります。１つ目に「学力・体力向上を目指した授業改善」、２つ目に「多

様な他者とよりよくかかわる力の育成」、３つ目に「小中一貫教育（龍の子

人づくり学習）の充実」です。特に「小中一貫教育（龍の子人づくり学習）」

は、今年の３月に策定された龍ケ崎市教育プランにおいても、学校教育の柱

であることから、同じ中学校区の川原代小学校、城西中学校と連携しながら、

教育活動全体を通じて、しっかりと取り組んでいこうと考えております。 

 結びに、令和５年度は、本校の教育活動や子どもたちの学習の様子など、

保護者や地域の方々にも見ていただく機会を増やしていきたいと考えており

ます。ご支援・ご協力をいただけますよう、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  


